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後の 2004 年５月 18日、サモアが 15番目の批准国
となったことで発効条件を満たした。なお、日本


















船は 2005 年５月 19日以降に予定されている最初
の定期的入渠検査の完了日までに受検する必要が
ある（ただし、2008 年５月 19 日を超えてはなら
ない）。国際航海に従事する船舶に対して、検査の
適合性が確認されれば、有効期限５年の国際大気















書（EIAPP：Engine International Air 
Pollution Prevention）が交付されたエ
ンジンを搭載しなければならない。
（定格出力が 130kWを超えるディー
ゼルエンジンが対象。ただし非常用
専用ディーゼルエンジンを除く）
硫黄酸化物
（SOx）
エンジン
（燃料油）
使用燃料の硫黄分濃度は、硫黄酸化
物排出規制海域においては1.5％以下、
それ以外の海域においては4.5％以下
のものを使用しなければならない。
揮発性有機
化合物（VOC）
液体貨物
規制実施港湾を利用するタンカーに
対して蒸気収集装置搭載を義務付け
ている。
オゾン層破壊
物質（ハロン等）
消火器、
冷凍機等
排出の禁止。新規搭載の禁止。
船内発生廃物
の焼却ガス
焼却炉
焼却物質の制限。技術基準に適合す
る焼却炉の使用。
規制概要
（注１）シップ・アンド・オーシャン財団「船舶排ガスの地球環境への影響と防止技術の調査研究報告書」（1999）
